
青空と緑と産業のまち昭和町
〔町の人口〕

男 7，095人(-7) 

女 6，641人(十 6) 

計 13，736人(- 1) 

世帯数 4，854戸 (-5) 
1月 1日現在。( )内は前月比

町の鳥=ひば り

町の花=れんげ

町の木=乙女棒
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住民票・印鑑登録証明書

昭
和
町
で
は
、
平
成
七
年
四
月

三
日
か
ら
「
昭
和
町
証
明
書
自
動

受
付
機
」
で
住
民
票
・
印
鑑
証
明

書
、
ガ
交
付
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
開

始
し
ま
す
。
取
扱
い
な
ど
は
次
の

と
お
り
で
す
の
で
、
お
気
軽
巳
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

使
い
方
は簡

単

銀
行
の
現
金
自
動
支
払
機

(
A
T
M
)

と
同
じ
よ
う
に
、
カ
ー
ド
を
機
械
に
入

れ
て
、
画
面
に
表
れ
た
操
作
を
す
れ
ば
、

事

自
動
的
に
住
民
票
・
印
鑑
登
録
証
明
書

が
出
て
き
ま
す
。

カ

ド
作

無成
料は

取
扱
い
は

住
民
票
の
写
し

及
び
印
鑑
登
録

証
明
書

「
昭
和
町
民
力

l
ド
」
は
無
料
で
交

付
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
三
月
六
日

(
月
)
か
ら
町
民
窓
口
課
で
交
付
し
ま
す

の
で
、
こ
の
機
会
に
是
非
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

※
な
お
平
常
時
間
中
に
来
庁
出
来
な
い

方
の
た
め
に
三
月
十
九
日
、
二
十
六

日
(
日
)
の
二
日
間
(
午
前
九
時

l
午

後
五
時
ま
で
)
交
付
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
現
在
印
鑑
登
録
証
を
お
持
ち

の
方
は
町
民
力

l
ド
と
交
換
と
な
り

ま
す
の
で
、
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

機
械
で
取
り
扱
え
る
の
は
、
住
民
票

の
写
し
と
印
鑑
証
明
書
で
す
。
(
住
民
票

の
謄
本
の
場
合
は
、
一
通
八
人

(
八
人

世
帯
)
ま
で
し
か
取
り
扱
え
ま
せ
ん
。

~ 6) 
ウ

一回目司暗闇嶋崎

事

マ

留軍
司匙

企 4月3日より使用できる昭和町証明書自動交付機の操作もカ

ードを入れるだけと簡単です。

平成7.3.1 ②しょうわ広報
企新しい「昭和町民カードJ



暗
証
番
号
で

安
心

機
械
を
使
う
場
合
は
、
カ
ー
ド
の
ほ

か
四
ケ
タ
の
暗
証
番
号
が
必
要
で
す
。

暗
証
番
号
を
押
さ
な
い
と
機
械
は
動
き

ま
せ
ん
の
で
安
心
で
す
。
(暗
証
番
号
は

他
人
に
も
ら
し
た
り
し
な
い
で
下
さ
い
。)

祝土
日 曜:
も日
イ克人

壬曜
0-.日
す

機
械
が
使
え
る
時
間
は

す
平
日
(
月
j
金
曜
日
)

午
前

9
時
か
ら
午
後

7
時
ま
で

す
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
祭
日

午
前

9
時
か
ら
午
後

5
時
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。

だ
だ
し
年
末
年
始
(
十
二
月
三

十
一
日
j
一
月
三
日
〉
は
利
用
で

き
ま
せ
ん
。

手
数
料
は
同
じ

住
民
票
の
写
し
及
び
印
鑑
登
録

証
明
書
の
手
数
料
は
窓
口

の
取
扱

い
と
同
じ
く

一
通
三
百
円
で
す
。

(
領
収
書

・
お
つ
り
も
出
ま
す
。
)

設
置
場
所
は
役
場
本
館
へ
刀

機
械
は
役
場
本
館
出
入
口
風
除
室

(自
動
ド
ア
附
近
)

に
置
き
ま
す
。

そ
の
他
、
詳
し
い
こ
と
は
、
昭
和
町
役
場
町
民
窓
口
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
(
宮
七
五
|
一
一
一
一
一
内
線
ニ
一
六
・
ニ
一
七
)

③
国
民
健
康
保
険
証
を
更
新
し
ま
す
命

現
在
使
わ
れ
て
い
る
国
民
健
康
保

険
証
の
有
効
期
限
は
、
平
成
七
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。

四
月
一
日
か
ら
は
新
し
い
保
険
証

に
変
わ
り
ま
す
の
で
、
国
保
に
加
入

さ
れ
て
い
る
方
は
、
次
の
日
程
表
に

よ
り
、
現
在
お
持
ち
の
保
険
証
と
印

鑑
を
持
参
し
て
各
地
区
の
公
会
堂

・

公
民
館
な
ど
で
、
更
新
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

保
険
証
は
、
み
な
さ
ん
の
健
康
を

守
る
大
切
な
も
の
で
す
。
ス
ム
ー
ズ

に
更
新
で
き
る
よ
う
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
、
期
間
中
に
会

場
へ
来
ら
れ
な
い
方
は
、
四
月
一
日

以
降
、
役
場
町
民
窓
口
課
窓
口
で
引

き
換
え
を
し
て
く
だ
さ
い
。

V
お
問
合
せ
役
場
町
民
窓
口
課

(
岱
七
五
l
一
一
一
一
一
内
線
川
・
川
・

捌
)
ま
で
。

表)

月日 支 付 場所 時 閏

西条新田公会堂 午前 9時-9時50分

西条一区公会堂 午前10時-10時50分

清水新居公民館 午前11B寺-11時50分

西条二区第一公会堂 午後 1時-2時50分

月 押越公会堂 午後3時-3時50分

紙漉阿 原公会堂 午後4時-4時50分
30 

築地新居公会堂 午前 9時-9時50分

日 飯喰集落センター 午前10時-10時50分

(ボ 河西公会堂 午前日時- 11時50分

上河東公会堂 午後 1時 -1時50分

上河東二区集会所 午後 2時-2時50分

河東中島公会堂 午後3時-4時

程(日

忘れないで明日のための国保税

③広報 平成7.3.1しょうわ



昭
和
町
嘱
託
職
員
募
集
刀

昭
和
町
で
は
嘱
託
職
員

(
平
成
七
年

四
月
採
用
予
定
)
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
役
場
総
務
課
(
岱
七
五

ー一一

一
一
こ
ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

-
給
食
セ
ン
タ
ー

調

理

婦

二
名

年
齢
三
十
歳
1
四
十
五
歳
ま
で

務

員

一

名

年
齢
三
十
歳
l
五
十
歳
ま
で
の

男
性与

〕

業r-、
~6-
，、ヨ

月
額
十
二
万
円
1

十
四
万
円

午
前
八
時
三
十
分
1

午
後
五
時
十
五
分

週
休
二
日
制

〔
勤
務
時
間
〕

〔休

日

-
児
童
館

-
温
水
プ
ー
ル

業

務

員年
齢
三
十
歳
i
五
十
五
歳
ま
で

の
男
性

-
釜
無
公
園
管
理
棟

立t工
白r-、

をふ
;1‘ロ

〔
勤
務
時
間
〕

休

日

月
額
十
二
万
円
j

十
四
万
円

午
前
八
時
十
五
分
l

午
後
五
時
十
五
分

週
休
二
日
制
で
あ
る

が
、
日
曜
日
は
開
館

す
る
た
め
、
月
曜
日

が
日
曜
日
の
振
替
休

日
と
な
り
ま
す
。
ま

た
温
水
プ

l
ル
に
つ

い
て
は
、

二
部
制
の

交
代
勤
務
も
あ
り
ま

す
。

女
申
込
み
受
付
期
間
及
び

受
付
方
法

平
成
七
年
三
月
十
日

1

平
成
七
年
三
月
二
十
日

履
歴
書
に
写
真
添
付
の
う
え
、
役
場

総
務
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

女
試
験
方
法

選
考
試
験
(
面
接
)

に
よ
り
採
用
。

家
族
そ
ろ
っ
て

交
通
災
害
共
済
ヘ

受
通
事
故
は
年
々
増
加
し
、
ゐ
フ
自

の
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
私
た
ち
自
身
、
い
つ
交

通
事
故
の
当
事
者
に
な
っ
て
し
ま
う

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
「
ま
さ
か
:
:
:
L

の
時
に
備
え
て
、
家
族
そ
ろ
っ
て
突

通
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
共
済
は
、

自
動
車

・
電
車

・

飛
行
機
・
船
舶
・
バ
イ
ク
・

自
転
車
・

農
耕
用
車
な
ど
に
よ
る
人
身
事
故
に
、

一
人
年
額
五

O
O円
の
掛
金
で

一
万

円
か
ら
最
高

一
O
O
万
円
ま
で
の
見

舞
金
を
、
簡
単
な
手
続
き
で
受
け
取

れ
る
も
の
で
す
。

本
町
で
は
、
昨
年

一
月
か
ら
十
二

月
ま
で
の
期
間
、
六
十
九
件
の
災
害

に
対
し
て
お
よ
そ
六
百
九
十
万
円
が

見
舞
金
と
し
て
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。

V
加
入
資
格

本
町
に
住
民
登
録、

人
登
録
し
て
あ
る
方

ま
た
は
外
国

理

人

一
名

年
齢
四
十
歳
1
六
十
歳
ま
で
の

男
性与〕

V
申
込
み
方
法

み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
へ
、
地
区
の

交
通
安
全
母
の
会
役
員
(
婦
人
会
支

部
長
)
を
通
じ
て
配
付
さ
れ
る
申
込

書
に
掛
金
を
添
え
て
申
込
ん
で
く
だ

叉」い
。

V
共
済
掛
金

掛
金
は
年
額

一
人
五

O
O
円
で
す
。

な
お
、
四
月

一
日
以
降
の
中
途
加
入

の
場
合
も
掛
金
は
同
じ
で
す
。

V
共
済
期
間

平
成
七
年
四
月

一
日
か
ら
平
成
八

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
、
た
だ
し
、

中
途
加
入
は
、
申
込
日
の
翌
日
か
ら

平
成
八
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
で
す
。

V
お
問
合
せ

役
場
総
務
課
(
岱
七
五
l

一
一一

一

一

内
線
加
・
別
)
ま
で
。

※
な
お
、
詳
し
く
は
申
込
書
と

一
緒

に
配
布
さ
れ
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ

叉」い
。

④ 平成7.3.1しょうわ広報
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G8e 昭和町

健康ナイスフェア開催

町
母
子
愛
育
会
が
主
催
す
る

『健
康

ま
つ
り
』
が
、
名
前
も
あ
ら
た
に

『健

康
ナ
イ
ス
フ
ェ
ア
』
と
し
て
生
ま
れ
変

わ
り
、
一
月
二
十
九
日
、
町
総
合
会
館

で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

フ
ェ
ア
は
、
関
係
者
に
よ
る
テ

l
プ

カ
ッ
ト
で
幕
を
開
け
、
終
日
ゆ

っ
た
り

し
た
雰
囲
気
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
や
さ
し
い
子
で
介
護
の
広
場
」
で

は
、
山
梨
医
大
前
に
あ
る
側
サ
ン
カ
イ

ゴ
さ
ん
の
ご
協
力
で
、
在
宅
ケ
ア
ベ

ッ

ド
、
紙
お
む
つ
な
ど
の
在
宅
介
護
用
品

と
マ

ッ
サ
ー
ジ
器
な
ど
健
康
器
具
の
展

示
が
、
ま
た
車
椅
子

へ
の
体
験
試
乗
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

食
生
活
改
善
推
進
員
会
の
「
ふ
れ
あ

い
ク

ッ
キ
ン
グ
」
親
子
の
部
に
は
、
約

八
十
人
が
参
加
し
、
親
子
で
楽
し
く
ク

レ
ー
プ
な
ど
を
つ
く
り
ま
し
た
。

か
お
り
幼
稚
園
の
先
生
方
が
講
師
の

「
親
子
の
び
の
び
ラ
ン
ド
」
で
は
、
わ

ら
べ
歌
あ
そ
ぴ
や
ハ
ン
ド
ゲ

l
ム
で
、

い
つ
も
と
ち
ょ

っ
と
違
う
親
子
の
ふ
れ

あ
い
を
深
め
ま
し
た
。

ま
た
、
県
民
ス
ポ
ー
ツ
事
業
団
に
よ

る
寸
体
力
チ
ェ
ッ
ク
」
や
、

3
B
体
操

を
ア
レ
ン
ジ
し
た
「
ハ

l
ト
ど
き
ど
き

体
操
」
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

....テープカットでフェアはスタート

....やさしい手で介護の広場

グン

、ム

キ

パ
ぷ

ツ

いれ叩

ク

ー
込

い

にゆミ

あ

算

れ
・・fが
、

私

ぷ

引

切

親企

町
の
衛
生
委
員
会
の
コ
ー
ナ
ー

「
リ

サ
イ
ク
ル

l
ム
」
で
は
、
自
転
車
、
時

計
な
ど
粗
大
ご
み
の
再
利
用
品
お
よ
そ

百
点
が
展
示
即
売
さ
れ
ま
し
た
。
ど
の

口
聞
に
も
多
数
の
購
入
希
望
者
が
あ
り
、

抽
選
で
購
入
者
を
決
め
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
売
上
げ
金
約
三
万
円
は
、
町
社

会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
に
は
愛
育
会
の
「
骨
粗

し
よ
う
症
の
予
防
を
考
え
る
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
、
食
生

活
改
善
推
進
員
会
の
「
ウ
ォ

l
キ
ン
グ

の
輪
」
な
ど
の
展
示
が
あ
り
ま
し
た
。

確
定
申
告
は

も
う
お
済
み
に
な
り
ま
し
た
か
っ
・

昌
司
何
百
圃
宮
守

....親子のびのびランド

平成6年分

申告受付相談日程

一
申
告
に

一
持
参
す
る
も
の

マ
役
場
税
務
課
、
税
務
署
か
ら
送
ら
れ

た
申
告
用
紙

マ
収
入
・

支
出
が
わ
か
る
書
類

マ
控
除
を
受
け
る
保
険
料
・
医
療
費
な

ど
の
領
収
書

マ
印
鑑

マ
譲
渡
所
得
の
場
合
は
、
売
買
契
約
書

な
ど

マ
住
宅
取
得
控
除
を
受
け
る
人
は
契
約

書
、
登
記
謄
本
、
金
融
機
関
か
ら
の

証
明
書
な
ど

マ
昨
年
の
申
告
書
・
内
訳
書
の
控
え

.・
・
・
・
・
必
す
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

地区及び該当者 受付期間 時間 会場

紙漉阿原
2 月28日~

築地新居

和役場昭町飯 喰 午前

河 西
3月3日働 9 B寺

上河東 3月8日目) 一
午後

ホJ階レ上河東二区 3月10日伺(金)) 4時
3月13日

その他 3月15日側

※来庁の際は、最初に税務課窓口で受付けを

してください。

い
よ
い
よ
確
定
申
告
の
申
告
期
限
が

近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
商
売
や
事
業
を
営

ん
で
い
る
み
な
さ
ん
、
農
家
の
み
な
さ
ん
、

申
告
は
も
う
お
済
み
に
な
り
ま
し
た
か
?

平
成
六
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
、

町
県
民
税
、
国
保
税
の
申
告
は
三
月
十

五
日
ま
で
で
す
。
期
限
間
近
に
な
り
ま

す
と
税
務
署
、
役
場
の
窓
口
は
大
変
混

雑
し
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
す
ま
せ
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
町
で
は
、
地
区
別
に
受
付
相

談
を
設
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
広

報
二
月
号
を
ご
覧
に
な
る
か
、
役
場
税

務
課
(
宮
七
五

l
一
一
一
一
一
内
線

m
-

m
-m)
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

間
の

程

だ

開
税

日

く

町
民

記

用

問
県

下

利

一一

・
ノ
¥
マ
」

悶
町

除

を

問

、

を

日

/

吋
告

躍

当

に

悶
申

日

該

め

時
定

・

け

早

四
確

曜

だ

お

問
う

土

る

く

間
行

、

き

し

悶

で

は

で

正

問
課

談

。

は

間
務

相

す

告

吋
税

付

で

申

町
場

受

り

。

町
役

告

通

い

開

申

の

さ

平成7.3.1しょうわ広報⑤ 



r野球スポーツ少年団~周年記念横断幕完成】

町
で
は
一
月
中
旬
か
ら
三
月
上
旬
ま

で
の
問
、
働
く
婦
人
の
み
な
さ
ん
を
対

象
と
し
た
講
座
を
開
講
し
て
い
ま
す
。
仕

事
や
家
事
を
済
ま
せ
た
み
な
さ
ん
が
、

趣
味
と
実
益
を
か
ね
て
夜
七
時
三
十
分

に
総
合
開
館
に
通
っ
て
き
ま
す
。
料

理
・
子
編
・
健
康
体
操
・
手
芸
・
小
筆
・

ス
テ
ン
シ
ル
と
幅
広
い
講
座
に
、
お
よ

そ
百
七
十
名
の
み
な
さ
ん
が
参
加
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
各
講
座
の
受
講
者
の
み
な
さ

ん
を
集
め
て
、
一
月
十
八
日
に
は
開
講

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
講
師
の
紹

介
・
内
容
説
明
の
後
に
は
、
記
念
講
演

が
行
わ
れ
、
山
梨
県
立
女
子
短
期
大
学

教
授
犬
飼
道
子
先
生
に
よ
る

「油
の
こ

』

P

講
演
中
の
犬
飼
先
生

と
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
」
と
題
し
た

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
事
前
に
油
の

利
用
法
等
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

と
り
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
し
た
講
演

は
、
自
分
の
食
生
活
を
見
直
す
き
っ
か

け
が
つ
く
れ
た
有
意
義
な
講
演
と
な
り

手品

!
u
h
~

。

現
在
も
講
座
は
開
講
さ
れ
て
お
り
、

外
の
寒
さ
を
忘
れ
る
く
ら
い
の
温
か
い
雰

囲
気
の
中
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
輪
が
広
が

っ
て

い
ま
す
。

たこ"1ず大会開催ノノ第8回

町子育てボランティアの会主催 「第8固たこあげ大会」が、総合開館

と押原中学校校庭を会場に行われました。

講師の甲州カルタ凧保存会前会長の山本武夫さんから、約160人の親子ー

らが、作り方からあげ方まで指導を受け、 真剣なまなざしで取り組んで、

いました。

天候に恵まれ風は少なかったものの、子供たちは一生懸命走って空高 く

とあげていました。

また、子どもと 一緒に凧を操るお父さん・お旬さんの姿が見られ、幼少

のころに戻って、我一番に高くと 目を輝かせながら凧をあげていました。

「よ く、あがったで、賞」の入賞者は次のみなさ んです。

※押原小 三年古屋 仁くん※西条小 二年 井口

※西条小 二年 名執義幸くん※西条小 二年 川崎

野球スポーツ少年団では、 20周年記念後援会の皆様より、

縦1.5メートル、横10メートルの交歓大会用の大きな横断

幕 を寄贈していただきました。これにより、記念誌作成、

記念ノfーティーと続いた20周年記念事業も無事終了いたし

ました。卒団生、後援会等の皆様、ご協力ありがとうござ

いました。これからもこの横断幕に負けないようがんばっ

ていきます。

野球スポーツ少年団一同

.趨藍藍藍主重量量詔・
ご存じ
ですか!!

町では18歳未満の未就労のお子さんのい

る父子家庭を対象に、食事のサービスを行

っています。 υ胸
.サービス内容 Jr')〆

月一回、一食700円×世帯人数 // 1/ 
.お問合せは、役場健康福祉課(H75-2111νν

内線251)父子家庭担当まで

@ 

正
し
い
犬
の
飼
い
方
教
室

平成7.3.1

山
梨
県
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー
で
は
、

奇
月
第
三
水
曜
日
、
午
後
二
時
よ
り
正

し
い
犬
の
飼
い
方
教
室
を
開
催
し
て
お

り
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
事
前
に
同
セ
ン
タ
ー

ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

-
お
問
合
せ
先

山
梨
県
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー

(
包
七
三
ー
五

O
三
四
)

ミ
シ

しょうわ広報

、y

ヲシ

;
:
 

、、

n，
/

J

h

v

寸一

/
ボ
」

犬
、
か
行
方
不
明
に

な
っ
た
ら

H

犬
が
い
な
く
な
っ
た
ら
、
ま
ず
役
場

環
境
衛
生
課
へ

御
連
絡
く
だ
さ
い
。

(
岱
七
五
l

一
一

一
一
内
線
二
二
六
)

「犬
を
放
し
飼
い
に

し
な
い
で
、
し

っ
か
り

つ
な
ぎ
ま
し
ょ
う
」



阪
神
大
震
災
義
援
金

対

る

御

す

礼

去
る

一
月
十
七
日
に
発
生
し
た
阪
神
大
震
災
は
、
五

千
人
余
の
犠
牲
者
と
建
物
の
全
半
壊
及
び
道
路
、
水
路
、

電
気
等
に
全
く
予
想
も
つ
か
な
い
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。
被
災
地
の
人
達
は
毎
日
こ
の
季
節
の
中

で
懸
命
に
復
興
の
た
め
努
力
し
て
お
り
ま
す
。
私
達
は
、

多
く
の
犠
牲
者
の
ご
冥
福
と
被
災
者
の
方
々
に
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
町
で
も
こ
の
被
災
地
の
皆
様
の
た
め
、
多
く
の

町
民
の
方
々
よ
り
心
温
か
い
義
援
金
を
募
る
事
と
し
、

区
長
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
町
内
の
皆
様
に
義
援
金
を
お
願
い
致
し
ま
し
た

と
こ
ろ
、
多
額
の
善
意
あ
る
拠
出
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
よ
り
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

各
区
よ
り
お
届
け
い
た
だ
い
た
義
援
金
は
、

一
月
末

現
在
で
三
百
四
十
五
万
円
余
り
と
な
り
、

早
速
、
町
長、

区
長
会
、
社
協
の
皆
様
と
合
同
で
関
係
の
団
体
に
お
届

け
致
し
ま
し
た
。
こ
の
た
び
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
に

対
し
、

重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
て
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
七
年
二
月
吉
日

昭

和

町

長

昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

昭

和

町

区

長

会

長

泉

幸

弘

泉

幸

弘

高
野

幸

一

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

講

習

会

ス
ポ
ー
ツ
実
践
者
、
指
導

者
的
立
場
の
方
を
対
象
に
行

い
ま
す
。

日
時

平
成
七
年
三
月
十
五

日
側

午
後
七
時
三
十
分
1

場

所

総

合
会
館
2
階
軽
運

動
室

内
容

気
功
・

太
極
拳

お
申
込
み
、
問
合
せ
は
昭
和

町
教
育
委
員
会
(
合
七
五
!

三
七
三
七
)
ま
で
。

!西条二区JR身延線跨線橋下 ;

;駐車場(8台分)を貸出しますj

申し込み多数の場合は拍選と
させていだだきます。

才三

1台につき月額3，000円

(No. 1 ~No. 6の6台分)

1台につき月額2，000円

(No. 7 ~No. 8の2台分)

.1戸に 1台に限らせていただきます 0

.契約期間 平成 7年 4月1日から

平成 8年 3月31日(1年間とします。)

・申し込み受付期間

平成 7年 3月10日~平成 7年 3月17日

(土・ 日曜日除く)

午前 8時30分~午後 5時まで

・申し込み及び問合せ先

昭和町役場企画行政謀

(ft75-2111内線211、212)

.普 通車

.軽自動車

お舎 町
す 月立

図すの図
書め書

館
か
ら

一
ご
般
図
書
}

一
・
鹿
の
王

一

三

田

誠

広

…
・
行
き
ど
ま
り

一

北

方

謙

三

一
・
言
霊

一

神

林

長

平

一
・
由
仁
葉
は
或
る
日

…

美

唄

清

斗

一
-
秘
密

一

ソ
レ
ル
ス

一

{
児
童
図
書
}

一
・
影
の
迷
宮

一

斉

藤

洋

…
・
ふ
だ
り
つ
子

…

岡
田
な
お
こ

一
-
宇
宙
の
み
な
し
ご

一

森

絵

都

一
・
琴
姫
の
な
み
だ

一

村

尾

靖

子

一
・
名
犬
ボ
l
テ
イ
ル

一

ピ
ヤ

ー、-ー

河
出
書
房
新
社

徳
間
書
庖

中
央
公
論
社

集
英
社

東
京
創
元
社

、

小
峰
書
庖

石石

崎講崎
書談書
居社庖

しょうわ 平成7.3.1

文
化
出
版
局
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社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
こ
報
告

赤
い
羽
根
共
同
募
金

実

績

報

告

昨
年
十
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一

日
ま
で
の
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
期

間
中
、
各
区
役
員
、
民
生
委
員
、
社
協

理
事
、
評
議
員
、
支
部
委
員
(
組
長
)

の
皆
さ
ん
の
ご
尽
力
、
町
民
の
皆
さ
ん

や
町
内
各
企
業
の
善
意
と
ご
協
力
に
よ

り
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
、
次
の
と
お
り

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

-
戸
別
募
金

一
、七
三
五
、
八

一
O
円

・
大
口
募
金

一一
、
一
四

一
、
一一

五
円

・
バ
ッ
ジ
募
金

一
四
四
、
九
六
五
円

・

特

殊

募

金

五

三

、

一
七

一
円

〔合
計
〕

四、

O
七
五
、

O
六

一
円

な
お
、

一
万
円
以
上
の
大
口
寄
付
者

を
ご
報
告
し
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

(
順
不
同
・
敬
称
略
)

笠
井
竹
材
庄
、
昭
和
建
設
工
業
(
株
)

昭
和
営
業
所
、
高
野
商
庄
、
笠
松
動
物

病
院
、
デ
ボ
の
家
具
、
勇
ボ
デ
ィ
工
場
、

小
野
山
石
材
底
、
(
株
)
ア
ピ
オ
、
(
有
)

ホ
テ
ル
昭
和
、
(
株
)
ワ
カ
ツ
キ
、
(
株
)

若
林
建
設
、
(
株
)
ア
ル
プ
ス
ハ
イ
ウ
ェ

イ
サ
ー
ビ
ス
、
(
有
)
貢
川
建
材
、
日
産

デ
ィ
ー
ゼ
ル
山
梨
販
売
(
株
)
、
五
味
歯

科
医
院
、
国
母
観
光
自
動
車
(
株
)
、
望

月
畳
床
製
作
所
、
佐
野
研
磨
製
作
所
、

大
堀
製
作
所
、
蓮
美
漬
け
物
食
品
(
株
)
、

山
本
工
務
庖
、
田
辺
産
婦
人
科
医
院
、

フ
ァ
ミ
リ

コ
昭
和
タ
ウ
ン
、
近
鉄
物
流

(
株
)
甲
府
支
底
、

太
陽
自
動
車
販
売

(株)、

ニ
ュ
l
健
康
ハ
ウ
ス
昭
和
(
株
)
、

三
枝
自
動
車
商
会
(
有
)
、

東
洋
化
学
産

業
(
株
)
、
(
株
)
河
西
金
属
商
事
、
ブ
リ

ヂ
ス
ト
ン
株
式
会
社
、
ヤ
マ
ヨ
セ
メ
ン

ト
(
株
)
、
田
中
整
体
療
術
院
、
(
有
)
丸
沼

運
輸
、
大
塚
内
科
小
児
科
医
院
、
昭
和

薬
局
、
(
有
)
小
林
キ
ャ
ス
ト
、
M
S
ハ

イ
ツ
、

コ
ー
ポ
田
中
、
海
野
鉄
工
所
、

ド
ミ

l
ル
小
池
、
メ
ゾ
ン
イ
ト
ウ
、
神

宮
寺
工
務
店
、
ハ
イ
ツ
幸
、

M
S
エ
ン

ジ
ニ
ア
、
コ

ー
ポ
小
宮
山
、
丸
山
ハ
イ

ツ
、
サ

ニ
l
コ
l
ト
N
、
(
有
)
ク
リ
ハ

ラ
、
(
有
)
誠
和
電
機
工
業
、
(
有
)
エ
ー

ル
コ
ス
モ
ス
社
、
メ
ゾ
ン
大
浦
、
松
下

電
器
産
業
(
株
)
精
密
事
業
部
甲
府
工
場

主
要
取
引
会
社
協
議
会
、
昭
和
田
中
歯

科
医
院
、
信
陽
製
油
場
、
岩
村
貴
金
属
、

昭
栄
自
動
車
整
備
工
場
、
伊
藤
調
査
測

量
設
計
(
株
)
、
新
都
市
設
計
(
株
)
、
小

松
建
設
、
(
有
)
ユ
タ
カ
商
事
、
富
士
屋

商
庖
(
株
)
、
ヤ
マ
ザ
キ
デ
イ
リ
ー
ス
ト

ア
ー
昭
和
飯
喰
底
、
(
有
)
相
原
商
事
パ

チ
ン
コ
マ
ル
ニ
、
(
医
)武
川
病
院
、
(
株
)

名
執
組
、
(
株
)
米
山
実
業
、
(
株
)
東
京

相
和
銀
行
甲
府
昭
和
通
支
底
、
(
有
)
上

野
モ
ー
タ
ー
ス
、
大
一
化
研
工
業
(
株
)
、

(
株
)
ク
リ
エ

l
ト
宅
問
、
(
株
)
宝
林
甲

府
支
社
、
(
株
)
江
商
、
(
有
)
丸
善
産
業
、

(
株
)
ア
イ
・
テ

ッ
ク
甲
府
支
底
、
釜
無

金
属
工
業
団
地
協
同
組
合
、
カ
ラ
オ
ケ

ハ
ウ
ス
カ
ナ
リ
ヤ
、
平
田
興
業
(
有
)
、

つ
ば
め
寿
し
、
(
有
)
坂
本
工
業
、
テ
ル

モ
(
株
)
甲
府
工
場
、

(
株
)
キ
ト

l
、(
有
)

萩
原
石
油
、
(
有
)
田
中
建
材
、
(
有
)
望

月
産
業
、
(
有
)
佐
野
組
、
(
株
)
品
川
工

事
、
吉
川
外
科
整
形
外
科
医
院
、
流
通

銀
座
庖
主
会
、
大
栄
企
画
(
株
)
、
中
巨

摩
東
部
J
A
昭
和
支
所
、

三
神
商
底
、

藤
本
製
鉄
所
、
清
水
精
米
所

有

価

物

回

集

計

報

告

収

昨
年
十
二
月
十

一
日
(
日
)
に
、
年
末

事
業
の
有
価
物
回
収
作
業
を
行
い
ま
し

た
と
こ
ろ
、
次
の
と
お
り
の
集
計
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

各
区
役
員
、
民
生
委
員
、
社
協
理
事

評
議
員
、
支
部
委
昌
(
(
組
長
)
の
皆
さ

ん
の
労
力
奉
仕
に
深
く
感
謝
し
、
紙
上

を
も
っ
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

O
紙
類
・
布
類
六
八
、
四
四
O
同

一
六
五
、
六

O
O
円

ビ
l
ル
ビ
ン
了
八
4
ビ
ン

二
二
、
八
一
五
本
他

六
二
、
六
四
五
円

一五
、九
六
O
円

二
四
回
、

二
O
五
円

。
ビ
ン
類

-
そ
の
他

合
計ご

寄
付
の
お
私

平
成
六
年
度
本
会
に
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
温
か
い
善
意
に
心
か
ら
感
謝
い
た

し
ま
す
。
左
記
に
ご
寄
付
を
い
た
だ
い

た
方
々

の
ご
芳
名
を
ご
報
告
し
、
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

o
安
田
久
満
様
(
小
遣
の
一
部
)

O
志
村
幸
江
様
(
長
男
五

O
回
忌
供
養
)

o
富
士
通
カ
ン
タ
ム
デ
イ
パ
イ
ス
(
株
)

(創
立
二
十
周
年
記
念
並
ぴ
に
体
育

館
竣
工
記
念
)

0
(株
)
新
ニ
ホ
ン
テ

ッ
ク
(
ふ
れ
あ
い

祭
り
参
加
謝
礼
)

O
生
活
協
同
組
合
(
生
協
ま
つ
り
売
上

金
よ
り
)

O
東
部
農
協
昭
和
支
所

(農
協
ま

つ
り

売
上
金
よ
り
)

O

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
各
グ
ル
ー
プ

-
は
た
る
会
(
ふ
れ
あ
い
祭
り
・
福

祉
ま

つ
り
の
売
上
金
よ
り
)

-
ふ
た
ば
会
・
ひ
ば
り
会
・
く
わ
の

み
会
・
つ
く
し
会
(
福
祉
ま
つ
り

の
売
上
金
よ
り
)

O

東
部
農
協
組
合
(
福
祉
ま
つ
り
の
売

上
金
よ
り
)

o
石
川
武
海
様
(
敬
老
の
日
を
記
念
し

て
喜
寿
の
皆
様
に
無
料
記
念
撮
影
)

o
昭
和
町
商
工
会
(
チ

ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル

フ
大
会
収
益
金
よ
り
)

0
塚
原
省
三
様
(
中
央
共
同
募
金
会
長

表
彰
受
賞
記
念
と
し
て
)

0
昭
和
町
婦
人
部
(
一
円
玉
募
金
)

O
(株
)
カ
ネ
コ
コ

l
ポ
レ

l
シ
ョ
ン

(
地
域
福
祉
増
進
の
為
ご
寄
付
)

O

押
原
中
学
校
生
徒
会
(
空
缶
拾
い
収

益
金
よ
り
)

O

山
梨
中
央
生
協
(
生
協
ま
つ
り
売
上

金
よ
り
)

O

日
連
宗
第
四
部
第
四
組
寺
院
(
歳
末

助
け
合
い
運
動
の

一
環
と
し
て
の
募

金
よ
り
)

O
環
境
衛
生
課
(
有
価
物
売
上
金
、
リ

サ
イ
ク
ル
売
上
金
よ
り
)

@ 平成7.3.1しょうわ広報

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
グ

独
身
男
女
の
出
会
い
と
ふ
れ
あ
い
の
機
会

を
つ
く
る
た
め
に
、
「
若
人
早
春
と
き
め
き
パ

ー
テ
ィ
」
を
開
催
し
ま
す
。
す
て
き
な
出
会
い

こ
そ
新
し
い
丸
生
の
第
一
歩
で
す
。

V
日

時

:

:

・
:
:
三
月
十
八
日
(
土
)

午
後
六
時
よ
り

V
場

所

・
~υ
:
・ア
ピ
オ
(
昭
和
町
)

V
費

用

:
j
i
-
-
:
男
性

六

千

円

女

性

四

千

円

V
お
申
込
み

三

月

十
日
(
金
)
ま
で
に
町

社
会
福
祉
協
議
会
内

「若
人
早
春
と
き

め
き
パ

ー
テ
ィ
」
実
行
委
員
会
ま
で
。

(
岱
七
五
|
O
六
四
O
)
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サ
ッ
カ
ー

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

昭
和
五
十
三
年
十
一
月
、
サ
ッ
カ
ー

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
生
ま
れ
ま
し
た
。

当
初
は
団
員
数
も
少
な
く
運
営
も
な
か

な
か
思
う
よ
う
に
は
い
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
歴
代
の
保
護
者
と
指
導
者

の

並
々
な
ら
ぬ
努
力
と
熱
意
で
今
で
は
県

内
で
も
有
数
の
団
に
成
長
し
ま
し
た
。

誕
生
以
来
今
日
ま
で
続
い
て
い
る
事

が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
に
次

の
二
つ
を
紹
介
し
ま
す
。

。
イ
レ
ブ
ン
会

毎
月
十
一
日
に
指
導
者
と
保
護
者
の

役
員
が
集
ま
り
、

団
の
運
営
に
つ
い
て

話
し
合
い
ま
す
。

。
団
便
り

『イ
レ
ブ
ン
便
り
』
の
発
行

当
初
の
一
瀬
監
督
か
ら
、
現
在
の
藤

本
監
督
ま
で
、
バ

ト
ン
タ
ッ

チ
さ
れ
、

継
続
し
て
発
行
し
て
お
り
ま
す
。
各
種

大
会
の
感
動
の
様
子
、

団
行
事
の
連
絡

等
で
す
。
団
の
歴
史
で
す
。

m
l
s少

現
在
団
員
は
七
十
名
、
来
年
度
の
新

人
団
員
も
二
十
九
人
が
決
定
し
て
お
り

ま
す
。
練
習
日
は
火
・
木
が
早
朝
練
習

(押
原
)
、
土
・
日
は
昼
練
習
(西
条
)
で
す
。

コ
ー
チ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
は
三
年
j

六

年
ま
で
各
学
年
に
二
名
の
担
当
コ
l
チ

と
監
督
の
計
九
名
で
す
。

九
名
の
指
導
者
の
中
に
は
卒
団
生
の

望
月
・
伊
藤
両

コ
ー
チ
が
が
ん
ば
っ
て

く
れ
て
い
て
、
と
て
も
将
来
が
楽
し
み

で
す
。

団
の
運
営
は
保
護
者
会
が
、
現
場
の

指
導
は
指
導
者
が
責
任
を
も
っ
て
行
い
、

足
り
な
い
部
分
を
お
互
い
が
補
う
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

今
、
萩
原
キ
ャ
プ
テ
ン
、
田
代
・

三

井
(
純
)
副
キ
ャ
プ
テ
ン
を
中
心
に
六
年

生
最
後
の
『
ニ
ッ
サ
ン
グ
リ
ー
ン
カ

ッ

プ
大
会
』
に
む
け
て
毎
日
が
ん
ば
っ
て

お
り
ま
す
。

励
ま
し
て
や
っ
て
下
さ
い
。

監

督

藤

本

征

男

A平成 7年元旦義清神社参拝より

枕
は
、
寝
る
と
き
に

h
u伽
七
一
…
一
頭
を
支
え
る
道
具
で
す
。

一……h
a
S
F
ム
-

一……
…

戸
し
と
た
だ
支
え
る
の
で
は
な

明
U
い
い

1

2

.

，j
f
i
-
-
圃

一………
ぷ
市
一
一
一
く
、
寝
る
姿
勢
を
安
定

一………

φ
3一
一
一
さ
せ
、
睡
眠
に
大
き
な

一一一
一
し
マ
ー
一

一……一〉
コ
.
r
t
E

影
響
を
与
え
ま
す
。
枕

市…
…暮

子

睡

眠

は

、

深

い

関

係

/「

i
l
j
ι
に
あ
る
の
で
す
。

枕
の
選
び
万
の
ポ
イ
ン
ト

は
、
高
さ
、
硬
さ
、
大
き
さ

で
す
。
ま
ず
高
さ
で
す
、
か
、
高

け
れ
ば
い
い
と
い
う
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
個
人
差
は

あ
る
で
し
ょ
う
が
、
大
人
の
万

場
合
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
眠
び

れ
る
高
さ
は
、
枕
に
頭
を
の
月

せ
て
沈
ん
だ
状
態
で
、
自
分
蜘

の
握
り
こ
、
ぶ
し
の
高
さ
(
六

j
九
セ
ン
チ
)
、
か
理
想
だ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
高

さ
が
、
起
き
て
い
る
と
き
と

同
じ
よ
う
な
姿
勢
、
つ
ま
り

自
然
な
状
態
な
の
で
す
。

枕
、
ガ
吉
岡
す
ぎ
る
と
首
、
か
不
自
然
に

曲
、
か
り
、
肩
や
菖
の
血
行
、
ガ
悪
く
な

っ
て
、
肩
凝
り
や
寝
違
え
の
原
因
に
。

逆
に
枕
、
か
低
い
と
血
液
の
流
れ
が
悪

く
な
り
、
疲
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
高
く
て
も
低
く
て
も
、
脳
、
か

刺
瀕
さ
れ
て
安
眠
で
き
ま
せ
ん
。

次
に
硬
さ
で
す
、
か
、
弾
み
す
ぎ
る

枕
や
柔
ら
か
す
ぎ
る
枕
は
、
寝
る
姿

勢
、
か
不
安
定
に
な
り
安
眠
を
妨
げ
ま

す
。
枕
巳
頭
を
の
せ
、
沈
み
込
む
率

一

が
全
体
の
二

O
%ぐ
ら
い
の
硬
さ
が

一

適
当
で
す
。

…

大
き
さ
は
、
楽
に
寝
返
り
を
打
て
+

る
肩
幅
以
上
で
六
十
セ
ン
チ
く
ら
い
…

の
長
さ
が
必
要
で
す
。
縦
の
幅
は
、

和

寒
い
時
期
に
布
団
を
肩
ま
で
か
ぶ
せ

一

る
こ
と
を
考
え
て
、
五
十
セ
ン
チ
ぐ

…

ら
い
が
い
い
で
し
ょ
う
。

一

dr
さ
て
、
次
は
枕
の
中
身
で
一

T
J

す
。
「
頭
寒
足
熱
」
と
い
う
言
+

内
葉
を
ご
存
じ
だ
と
思
い
ま
す
。
一

口
頭
は
皮
膚
温
度
の
高
い
部
分
…

~
引
で
す
。
頭
を
涼
し
く
す
る
と
、
一

a
-
a『
圃

冊

目

A

よ
く
眠
れ
ま
す
。
で
す
か
ら
、
ゆ

圃

AaV

詰
め
物
は
体
温
を
吸
収
し
、

…

さ
通
気
性
が
よ
く
、
熱
の
こ
も
一

硬
ら
な
い
も
の
が
い
い
の
は
い
…

、
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ソ
ん

さ
パ
ガ
ラ
や
小
豆
、
綿
や
パ
ン
一

高
ヤ
な
ど
は
、
そ
の
代
表
で
す
…

ね。

一

こ
う
し
だ
ポ
イ
ン
ト
を
踏
ま
え
て
、

一

枕
を
選
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

…

う
か
。

一

受
講
生
募
集
刀

峡
中
勤
労
青
年
セ
ン
タ
ー
で
は
左
記
の

三
つ
の
教
室
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

安
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

・
期
間
凹
月
七
日
i
七
月
二
十
八
日

・
曜
日
毎
週
金
曜
日

・
時
間
午
後
八
時
1
九
時

・
定
員
二
十
名

・
受
講
料
八
千
円

*
硬
式
テ
ニ

ス
教
室

・
期
間
四
月
十

一
日
i
七
川
二
十
五
日

・
曜
日
毎
週
火
隈
日

・
時
間

午
後
八
時
i
九
時
三
十
分

・
定
員
二
十
名

・
受
講
料
八
千
円

安
英
会
話
教
室

・
期
間
四
月
四
日
1
七
月
二
十
五
日

・
曜
日
毎
週
火
眼
目

・
時
間
午
後
七
時
三
十
分
1
九
時

・
定
員

十

五

名

・
受
講
料
四
千
円

*
受
講
資
格
十
五
歳
以
上
三
十
歳
以
下
の
勤
労
青

少
年
を
対
象
。

*
申
込
方
法
講
座
開
始

一
ヶ
月
前
か
ら
受
付
を
開

始
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

-R注意
講

座

の

日
時
等、
内
特
に
つ
い
て

一
部

変
更
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
峡
巾
勤
労
青
年
セ
ン
タ
ー
(
宮
七
三

|
-

六
四
七
九
)
ま
で
、
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

飼
え
な
く
な
っ
た
犬
猫
収
集
日

三
月
三
日
働
・
十
七
日
俗

午
前
十
時
五
十
分
1

十
時
五
十
五
分

場
所
総
合
会
館
前

ゎ

※
収
集
車
が
く
る
ま
で
は
飼
い
主
も
い
、
つ

つ
し
ょ
に
い
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
猫
い

の
場
合
は
必
ず
麻
袋
な
ど
の
丈
夫
な
袋

R

に
入
れ
て
ヒ
モ
で
し

っ
か
り
封
を
し
て
砕

く
だ
さ
い
。

日
時

平成7.3.1⑨ 
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e e 川 13生(上河口)

(父)守さん(田)明美さん

| お姉ちゃんとお風目とお外遊びが大好きな我が家の乙女、

FVゆηまーちゃんです。これからも姉妹仲良く、元気に育って

し_000_1ほしいと願っています。

勝c〉 お申込みは、役場広報担当(ft75引竹内線(2刊、

伊藤祥也くん

H5.6.2生(紙漉阿原)
(父)秀樹さん(田)春美さん

公園に行った時に撮っ疋ものです。しきりに落ち葉を食

べてみだり、やんちゃぶりを見せてくれます。明るく思 ~へ

いやりのある子に育ってほしいてす。 〆t:-:-lコ
212))まで 公云J;J

根岸莱耶ちゃん

山梨医科大学助手

女脂肪肝

最
近
、
腹
部
超
音
波
検
査
も
含
め
た

検
診
が
さ
か
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
様
に

な
り
、
脂
肪
肝
を
指
摘
さ
れ
る
人
が
増

え
て
き
ま
し
た
。
脂
肪
肝
と
は
、
肝
臓

の
組
織
に
中
性
脂
肪
が
た
ま
っ
た
状
態

を
指
し
ま
す
。
正
常
で
も
肝
臓
は
五
%

程
度
の
脂
肪
を
含
ん
で
い
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
(
こ
の
う
ち
中
性
脂
肪
は
一

%
程
度
)
、
脂
肪
肝
で
は
、
中
性
脂
肪
が

一
O
%
以
上
に
も
な
り
ま
す
。
こ
の
た

め
肝
臓
は
腫
大
し
、
腹
部
超
音
波
検
査

で
は
、
白
っ
ぽ
く
映
る
様
に
な
り
ま
す
。

脂
肪
肝
の
主
な
原
因
と
し
て
、
肥
満
、

ア
ル
コ
ー
ル
、
糖
尿
病
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
一
般
的
に
食
べ
過
ぎ
た
り
、

飲
み
過
ぎ
た
り
す
る
と
、
血
液
中
の
脂

肪
酸
が
増
加
し
、
肝
臓
に
取
り
込
ま
れ
、

肝
臓
で
作
ら
れ
る
中
性
脂
肪
が
増
加
し

ま
す
。
こ
の
状
態
が
長
く
続
く
と
、
肝

臓
は
う
ま
く
脂
肪
の
処
理
が
出
来
な
く

な
り
、
肝
臓
の
組
織
中
に
脂
肪
が
蓄
積

し
て
脂
肪
肝
と
な
っ
て
し
ま
う
わ
け
で

す
。し

か
し
脂
肪
肝
に
な
っ
た
か
ら
と
言

っ
て
、
特
に
自
覚
症
状
が
出
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
部
分
の
人
は
、
全

く
無
症
状
で
す
。
た
だ
人
に
よ
っ
て
は

多
少

「
だ
る
い
」
「
疲
れ
る
」
と
訴
え
る

人
が
い
ま
す
が
、
検
診
な
ど
で
指
摘
さ

れ
な
い
限
り
は
、
わ
か
ら
な
い
の
が
一

般
的
で
す
。

血
液
検
査
上
、
脂
肪
肝
で
は
軽
度

1
中
程
度
の

G
O
T
、

G
P
T
の
上
昇

が
認
め
ら
れ
る
事
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

原
因
に
よ
り

G
O
T
、

G
P
T
の
ど
ち

ら
が
高
い
か
に
差
が
認
め
ら
れ
、

一
般

に
肥
満
の
場
合
は
、

G
P
T
の
方
が
、

ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
る
場
合
は
、

G
O
T

の
方
が
高
く
な
り
ま
す
。

最
後
に
、
治
療
に
つ
い
て
で
す
が
、

も
ち
ろ
ん
脂
肪
肝
の
原
因
も
つ
き
と
め

る
事
が
そ
の
第
一
歩
で
す
。
ア
ル
コ
ー

ル
が
原
因
な
ら
、
禁
酒
を
す
る
事
で
す
。

肥
満
が
原
因
な
ら
、
体
重
を
減
ら
す
事

で
す
。
し
か
し
こ
れ
が
な
か
な
か
難
か

し
い
様
で
す
。
理
論
的
に
は
で
ん
ぷ
ん
、

脂
肪
、
糖
を
制
限
し
、
蛋
白
質
を
多
く

取
り
、
適
度
の
運
動
を
し
て
、
体
重
を

標
準
体
重
に
す
れ
ば
、
脂
肪
肝
は
治
る

は
ず
で
す
。
他
の
原
因
の
場
合
は
、
そ

の
治
療
を
し
て
下
さ
い
。
脂
肪
肝
は
臨

床
的
に
は
、
あ
ま
り
問
題
と
な
ら
な
い

事
が
多
い
で
す
が
、
種
々
の
原
因
が
あ

り
ま
す
の
で
、

一
度
は
専
門
家
に
相
談

す
る
事
を
お
勧
め
し
ま
す
。

企
画
財
団
法
人

沼恒

J同武田第一内科

里
仁
会
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〈楽しM ツキンク〉 称

・材料 (4人分)
合いびき肉 ....・ H ・....・ H ・..240g
玉ねぎ・・H ・H ・....・H ・...・H ・.100g
卵...・H ・...・H ・..…H ・H ・...・H ・.1ケ
パン粉・….，.・H ・-…1/2カップ強
サラダ油…...・H ・-…H ・H ・-…大2
大根...・H ・....・H ・.....・H ・-・イ/4本
かいわれ大根・...・H ・-… fパック
さやえんどう ...・H ・H ・H ・..100g
しようが...・ H ・.....・ H ・..…?かけ

お山

-作り方
①玉ねぎは、細かいみじん切りにする。さやえんどうはサツと塩ゆでし、せん

切りにする。大根は、すりおろして、ざるにとり水気をきる。

②水大さじ3と、@の調昧料を合わせ、パン粉を湿らせる。
③ひき肉をよくこねて、⑦の玉ねぎと、②のパン粉、卵を加える。力を入れて、

粘りが出るまでしっかり練りまぜる。
④全体を4等分し、?つずつ丸める。ハンバーグは両手で7""'8固キャッチボ

ールをする。空気を抜き、だ円形にまとめる。中央を指でへこませておくと、

割れにくい。
⑤フライパンをよく熱し、サラダ油を入れて、よくなじんでからハンバーグを
入れる。焦げつかないように、フライパンを揺すりながら、やや強火で焼自

を入れる。
⑥鍋に⑮を入れて煮だて、⑤のハンバーグとしようがのすりおろしを加えてフ

タをし、 3""'5分煮る。
大根おろしの2/3を入れ、あただめる程度に煮て火からおろす
⑦器に、⑥のハンバーグを盛り、残りの大根おろし、さやえんどうを土にのせ

る。かいわれ大根をつけ合せとして盛る。

小1/5
少々
大 f
IJ¥ 2 
IJ¥ 2 
小1
IJ¥ 1 
小4
少々

1カップ

i塩

⑧ !こしよう
|しようゆ
1砂糖

みりん
砂糖

酢
しゅうゆ

塩
水

⑮ 

和
風
お
ろ
し
煮
ハ
ン
バ
ー
グ

食生活改善推進委員

明美さん(飯瞳)

ハンパーグと 言い ますと、 子供

には人気No.lの食べ物ですが、

和風にしましたので、お年より

の方でも、食べやすいのでは、

ないでしょうか。

名執

ちょっと一言

-
ほ

、ヲ・

、ー

つ

つ

地
下
足
袋
の
穴
を
見
つ
め
て
凍
る
朝

力
走
へ
テ
ー
プ
を
切

っ
た
ま
で
を
知
り

姑
と
母
の
噛
き
気
に
な
る
年
と
な
り

意
見
す
る
父
の
訓
示
に
愚
痴
交
り

松
活
け
て

一
人
除
夜
の
鐘
を
聞
き

新
年
を
迎
え
て
吾
が
年
数
へ
て
見

涙
し
て
思
い
や
る
心
日
々

つ
の
る

大
自
然
気
温
に
恵
ま
れ
革
作

新
年
会
あ
そ
ぴ
呆
け
て
句
を
忘
れ

孫
夫
婦
生
活
を
語
る
目
は
た
し
か

年
明
け
て
孫
の
成
人
祝
う
春

初
春
に
感
謝
の
年
が
一
つ
増
し

旅
の
宿
湯
舟
に
他
人
の
垣
が
取
れ

震
災
へ

他
人
事

で
な
い
涙
す
る

新
車
飛
ぶ

ロ
l
ン
の
鑓
り
曳
き
ず
っ
て

生
活
の
ス
タ
イ
ル
変
へ
た
三
ケ
日

大
災
害
声
な
き
声
は
宙
で
突
く

一
億
が
地
震
の

テ
レ
ビ
に
釘
付
か
れ

激
動
の
政
界
に
ら
む
垂
れ
眉
毛

箱
根
ま
で
棒
で
つ
な
ぐ
心
意
気

悔
捨
て
て
ま
ぶ
し
き
初
春
へ
衿
正
す

空
回
り
ば
か
り
へ
師
走
身
に
迫
り

肉
親
の
黒
骸
鍋
に
術
が
な
い

生
き
埋
の
天
に
届
か
ぬ
経
無
念

日
の
丸
に
初
日
を
重
ね
て
年
迎
う

此
の
年
の
行
方
兎
の
魚
屠
蘇
を
酌
む .••••••••• 

-BEE----

-
E
/
 

相P井
口

矢
|崎

磯
部

森
田
み
づ
は

高
野

堀
内
美
代
子

沢
山
本
み

よ
子

神
森
田

相
原
あ
き
子

中
沢沢

素
木

竜
星

玉
枝

夏
子

花
枝

狂
花

久
子

春
男 -衛

G号

合
月
の
花
木ノザ

.
J

/

za--~
一
二
三
て

/ぶ一
喜
一一一
一

一一

《
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
》
(
猫
柳
)

J

勘
九
話
総

花
言
葉
H

自

由

、

(

手
当

冬
か
ら
早
春
に
か
け
て
、
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
の
木
々
た

ち
が
、
は
な
や
い
で
に
ぎ
や
か
に
な

っ
て
き
ま
す
。

そ
れ
ま
で
は
、
た
だ
枝
だ
け
の
殺
風
景
な
木
だ
っ

た
の
に
、
急
に
そ
の
存
在
を
周
り
に
知
ら
し
め
て
し

1
1
1
1
1
1J
韓
関
議
選

ま
う
か
ら
不
思
議
で
す
。

一J

一

一
議

離

盤

そ
う
で
す
。
ネ
コ
ヤ
ナ

一

一一ぜ一
rm
ギ
が
花
を
咲
か
せ
た
の

一

J
-

一日一
審
川
一
以
一

で
す
。

一
L

一概勝

(J
'
J
一一1
-一一
一

そ
の
花
は
、
小
さ
な

一
一
前

援

許

一

楕
円
形
の
ふ
わ
ふ
わ
と

一
r'

戸
建
伊
錯

f
Fa
l:
一
し
た
灰
白
色
で
、
形
が

一

4

d
接

、

一

猫
の
尾
を
思
わ
せ
ま
す
。

一

ソムバ
id

a

校
に
連
な
っ
て
つ
い

一

¥J
誕
h

-
¥
-

て
、
陽
の
光
を
浴
び
て

祖

i
l
l
l
LV
L

銀
色
に
輝
く
さ
ま
は
、

水
面
の
陽
の
光
を
キ
ラ
キ
ラ
と
は
ね
返
す
さ
ま
と
重

な
っ
て
、
そ
れ
は
と
て
も
感
動
的
な
も
の
で
す
。

花
言
葉
は
ヤ
ナ
ギ
と
同
様
で
、
風
に
ひ
ら
ひ
ら
と

舞
う
こ
と
か
ら
つ
け
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

皐く⑪とひと⑥
ネコヤナギの木々が少しず

つにぎやかになってきました。

いよいよ春の到来です。

川面を吹き上がってくる風

はまだ冷たく感じられますが、

おひなさまの優しい顔を見て

いると、心おだやかに春を迎

えられます。

今月 から全国緑化運動がは

じまりました。私たちの心に

安ら ぎを与えてく 銭総点

れる緑をこれから命~'"\ tfi 

も大切に していき望惨

たいものです。 <0川沿

平成7.3.1しょうわ広報⑪ 
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特育
局リモ
児三

手童-
当扶
制養
度

こ
の
制
度
は
、

二
十
歳
未
満
の
心
身

障
害
児
を
扶
養
し
て
い
る
方
に
手
当
が

支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。

O
支
給
額

障
害
児

一
人
に
つ
き
月
額

五

万

円

(

重

度

)

三
万
三
千
三
百
円

(
中
度
)

O
対
象
児

身
体
障
害
者
手
帳
の
一
級

ー
一
二
級
と
四
級
の

一
部
、
ま
た
は
、
療

育
手
帳
の

A
l
l
-
A
1
2
・
A
l
3
・

B
1
1
程
度
の
障
害
を
持
つ
児
童

な
お
、
児
童
が
施
設
に
入
所
し
て
い

た
り
、
扶
養
し
て
い
る
方
に
一
定
の
額

以
上
の
所
得
が
あ
る
場
合
に
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

O
詳
し
く
は

役
場
健
康
福
祉
課

(
岱
七
五

二

一
一
一

内
線
二
五
こ

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

-・EIii.~ヨ'i~_~居間長覇支民ヨ・

「ー坪農園」

受講耕作者募集

留
守
家
庭
児
童
学
級

の
ご
案
内

押
原
・
西
条
・
常
、
水
の
町
内
三
児
童

館
に
あ
る
留
守
家
庭
児
童
学
級
の
入
級

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

留
守
家
庭
児
童
学
級
は
、
放
課
後
家

に
帰
っ
て
も
保
護
者
の
就
労
や
疾
病
の

た
め
、
適
切
な
保
護
を
受
け
ら
れ
な
い

児
童
を
対
象
に
、
町
内
の
児
童
館
の
中

に
開
設
さ
れ
て
い
る
学
級
で
す
。

V
入
級
対
象
者
(
児
童
)

・
小
学
校
一
年
生
か
ら
三
年
生
ま
で

・
両
親
就
労
家
庭
・
母
子
、
父
子
家
庭

・
昼
間
保
護
者
の
い
な
い
家
庭

一
児
童
館
に
つ
き

V
{疋
ロ
貝

四
十
名
j
五
十
名

V
開

設

日

月

曜

日

1
金
曜
日

V

時

間

午

後

一
時
1

午
後
五
時

V

費

用

無

料

V
お
申
込
み
先

押
原
児
童
館

西
条
児
童
館

常
永
児
童
館

(
包
七
五
六
四
六
二
)

(
宮
七
五
1

九
六
二
ハ
)

(
岱
七
五

1
0
三
五
八
)

今年度、新たに家庭での「生ゴミ」を

一坪農園の土づくり、防虫等に生かす「ボ

カシ」の有効活用を図る事を前提に、ゴ

ミ問題、環境課題を組み入れての「ー坪

農園」として、年間耕作者を募集します。

O期間平成 8年 3月 31日(1年間)

O場所昭和町上河東常永駅南300M他

O対象昭和町 々民

O費用 1年間4000円(地代、苗代等)

O定員 50区画(一人 1区画)

O募集 3月6日より受け付け開始。

O申込先教育委員会、社会教育係

(fi75-3737へ)

ご
存
じ
で
す
か

ふ
寿
瞳
書
音

-a'
・EE
圃咽'劃
F
晶

E
E
-
-
・・・圃咽

l
l

扶
養
共
済
制
度

こ
の
制
度
は
、
心
身
障
害
者
の
保
護

者
が
死
亡
ま
た
は
重
度
障
害
の
状
態
に

な
っ
た
時
に
、
残
さ
れ
た
障
害
者
に
年

金
が
支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。
共
済
制

度
で
す
の
で
加
入
者
に
は
一
定
の
掛
金

を
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

掛

金

月
千
四
百
円

1
六
千
八
百
円

支
給
金

障
害
者
に
月
二
万
円
を
支
給

O
加

入

資

格

心

身
障
害
者
を
扶
養
し

て
い
る
保
護
者
(
白
歳
未
満
)

O
詳
し
く
は
、
役
場
健
康
福
祉
課

(
包
七
五
l

二
一
一
一

)
ま
で
。

青

年

教

室

町
長
杯
争
奪
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

町
の
フ
レ

ッ
シ
ュ
な
若
人
が

一
堂
に

会
し
て
技
と
力
を
競
う
恒
例
の
青
年
教

室

「
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
L

で
す
。
ボ
ウ

リ
ン
グ
を
楽
し
み
な
が
ら
、

青
年
同
士

の
交
流
を
深
め
て
下
さ
い
。

O

日

時

三
月
二
十
四

日

働

午

後

七
時
よ
り

大
統
ス
タ

l
レ
l
ン
(
双

葉
町
下
今
井
三
六
七
二
)

町
内
在
住
及
ぴ
町
内
事
業

所
の
お
勤
め
の
高
校
生
以

上
の
青
年
の
方

無
料

五
O
名

三
月
八
日
か
ら
受
け
付
け

開
始
し
、
定
員
に
な
り
次

第
、
締
め
切
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

ま
で
(
岱
七
五
1

三
七
三
七
)

O

場

所

O 

対

象

000  

募定費

集員用

O

お
申
し

込

み

生

徒

事

集

県
立
高
等
技
術
専
門
校
(
塩
山

市
上
於
曽
)
で
は
、
平
成
七
年
度

の
生
徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

-
応
募
資

格

平

成

七

年
三
月
高

校
卒
業
見
込
者
又
は

三
十
歳
以
下
の
求
職

者
(
高
卒
以
上
)

-
募
集
科
名
ニ
年
課
程
機
械
電

子
科
、
情
報
シ
ス
テ

ム
科

一

年

課

程

電
子
技

術
科
、
服
飾
デ
ザ
イ

ン
科
、

O
A
事
務
科
、

観
光
ビ
ジ
ネ
ス
科

-

主

な

特

典

授

業
料

・
教
材
費

は
無
料
(
教
科
書
等

は
自
己
負
担
)
、
鉄
道

等
の
学
生
割
引
、
各

種
公
的
資
格
の
取
得
、

雇
用
保
険
受
給
期
間

の
延
長
(
受
給
者
)

・
選
考
方
法
学
力
試
験
(
国
語

・
数
学
)
、
面
接
試
験

生
寸

-
募
集
受
付
三
月
十
七
日
ま
で

(
選
考
・
三
月
二
十

三
日
)

-
間
合
わ
せ
県
立
高
等
技
術
専

門
校

(
2
0
五
五
三

l

三
一
一
ア
九
九
四
七
)

又
は
各
公
共
職
業
安

定
所

国保ミ二だより
町が医療機関などに支払った12

月分の医療費は、約3，490万 2千円

です。 (前年同月比ム5.9%の減)

病気の予防は、早

期発見、早期治療

が大切です。むや

みな転医はつつし

み、医療費を大切

に使いましょう O

m
-

m何
回
い

M
h
v
f
 

初
心
者
ぷ
陶
芸
教
室
L

土
ね
り
、
素
焼
き
、
色
づ
け
、
本
焼

き
と
子
順
を
お
っ
て
仕
上
げ
ま
す
。
こ

の
機
会
に
奥
の
深
い

「陶
芸
」
を
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
。

O

日

時

三
月
十
四
日
(
火
)
・
十
五
日
(
水
)

二
十三
日
(
木
)
・
三
十
日
(
木
)

午
後
七
時
三
十
分
よ
り

午
後
九
時
ま
で

中
央
公
民
館
工
作
室

成
人

一
般

五
百
円
(
材
料
費
等
)

二
十
名

三
月
三
一
日
(
金
)
か
ら
受
け
付

け
開
始
、
定
員
に
な
り
次
第
、

締
切
ら
せ
て
い
た
だ
さ
与
手
す
。

教
育
委
員
会

社
会
教
育
係

ま
で
(
岱
七
五

三
七
三
七
)

00000  
募定費対場

集員用象所

O
お
申
し

込

み1TT21 
「気をつけて」

朝の一言 忘れずに

↑月分
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C保健衛生だより5
手し 児 健 康 =-ロ:.. ジ~、， 査 3 ネ重 広ごEじヨ 4C23 』 予 防 接 手重

実施円 吉n火司令 当 ノl日し 受付時間 日 時 3月23日(木)午後?時-----2時

場 所総合会館

平成6年11月生まれ 午後?時-----1時30分 該当児
3月7日

砂 I期…...平成 4年 3月~平成 5年 5月生まれのお子さん
(火)

平成 6年8月生まれ 午後 1時30分-----2時 及ぴ 4歳未満でまだ未接種のお子さん

砂II期・ I期 3回を完了して 1年-1年 6か月以内の子

実施日 該 当 ノl日し 受付時間
持 ち 物 母子手帳・問診票

平成6年 2月生まれ 午後?時-----1時30分 ツベルクリン反応模査とBCG接種
3月 8日

(水) 日時

平成 6年 5月生まれ 午後 f時30分-----2時
ツベルクリン接種 判定 BCG接種

陽転確認の子 3月刊日(火) 16日(桐 ※17日(金)
場所総合会館

初めての子 15日体) 17臼(金) 17白(金)
持ち物 母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具・パスタオル

時間午後?時-----18寺45分 (16日はT時30分まで)

手し 児 葉ヨ葉支三 昇ラ 外 科 ネ実 ミzロzJ，ジ，、v 場所総合会館

対象児 ①初めて接種をするお子さん

実施日 3月29日(水) 平成 6年 4月~平成 6年 9月生まれのお子さん

受付時間午後 f時-----1時30分 4歳未満て、まだ未接種のお子さん

場 所総 合 会館 ②陽転確認のお子さん

該当児 平成 6年11月~平成 6年12月生まれのお子さん 昨年の 3月にBCGを接種したお子さん

持ち物 母子子11長 ※陽転確認のお子さんは、 判定で陰性の場合にだけ17日後)

*11月生まれのお子さんには、 神経芽細胞11重検査の説明と検 にBCGを按1Aします。

査セットの配布をいたします。 -初めて接種をするお子さんで、判定が陰性・疑陽性の場

」 合は、その場でBCGを接種します。判定が陽性の場合

3 歳 児 (建 康 きロ合ジ 査
は、再度ツベルクリン反応検査をいたします。

実施日 3月30日(木)

{ 也 の 予 防 接 種 と の 間隔受付時間午後?時-----1時30分
場 所総合会館

該当児 平成 3年12月~平成 4年 1月生まれのお子さん B 別CにG受はけしたか予防ポ接リ 種オ I [白3種混合1円 日本階脳建炎| 
及び前回未受診のお子さん

持ち物 母子子11喪・ 3歳児健康診責票・食べものについて

~ ー司 1竺ガの質問票・尿検査セット

2 歳 児 歯 手斗 ネ貧 曇。介ジ
l今 回蛍け るすべての予防接種

実施日 3月 9日(木) 安 産 教 室
受付時間午後 T時-----18寺30分

場 所総合会館 日 時 3月 6日(月)・20日(月)午後 f時30分-----4時

該当児 平成 4年11月~平成 5年 1月生まれのお子さ ん 場所総合会館

持ち物 母子子11長・歯についての質問票 ・毎日使っている 対象者 出産予定月が平成 7年 4月-7月までの方

コップと歯ブラシ 内容 母礼育児、お産に対する講義、妊婦体操や呼吸法の

実技など

田子手帳受付及び一般健康相談
*お崖への心構えを、そして、妊婦さん同志が知り合える機

日 時 3月10日(金)-20日(月)-31日(金) 会となる教室です。

午前9時-----11時30分

場 所総合会館

※母子手帳の交付ーを希望される方は、 ~IJ慨をお持ちください。

※一般健康相談は40歳以上のブjを対象に血圧測定、尿検査、
-保健・健康に関するお問合せは

栄養指導などを行い、健康についての相談にお応えしてい 役場健康福祉課保健指導係

ますので、お気軽にお出かけください。 fi75-2111 内線252・253までどうぞ

⑬広 報 し よ う わ 平成7.3.1
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弥生 MARCH3月のこよみ平成 7年 (1995年)

ひな祭り・耳の日

飼えなくなった犬
.猫の収集日

英会話教室
( rll央公民館午後
7時30分一)

全国緑化運動・春季全国火災7・防運動

行政相談 ('1'央公民
古e;今二千灸 111守一)
心配ご と相談(総合
会 的 午 後lll，'j'-)

リハビリ 教室
(K"f..'.令会館)

お帰りメロデイーの

O 放送時聞か午後5時に
0.- 舎月から、お帰りメロディーの放

fプ ¥ 送時聞が、これまでの午後4時から

/ ¥ 午後5時!こ変更!こなります。

nJ 田 | と25Jも午後5時の放送時間
紙漉阿原・築地新居・飯膿・河西地区確定申告相談受惜CP5参照)

大
安10 イム

滅

消防記念日 |国際婦人デー

乳児健診 |心配ごと相談(総 I 2歳児歯科検診
(総合会館合会館午後111寺-) I (総合会館)

乳児健診
(総合会館)

先
負8 友

ヨ|7 先
勝

啓塾

図書館・温水ブー
ル休館日
安産教室(総令会館)
ワープロ教室 ('1-'-9と
公 民館午後711寺30分

赤
口

総合会館温泉定
休日

5 

先
勝12 

彼岸入り

飼えなくなった犬
-描の収集日

ツベ判定・BCG
拡

所得税確定申告

読み聞かせとお話
の 会 (町立図書館

午前10時30分-)
ツベルクリン判定

(総合会館)

一
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陶
民
一

図書館・温水プー
ル休館目
リハビリ教室 (総合会
自宵)

ワープロ教室(中央公
7時30分-)

先
勝24 赤

口

世界気象デ-

3種混合予防接種
(総合会館)

陶芸教室(中央公
民館午後 7時30分

23 大
安

日目春分の日 |放送記念日

図書館・温水プー | 総合会館温泉定 i 心配ごと ~;13 ~炎 (総
ル休館日 |休日 |合会館午後1時-)
母子手帳交付ぷぴ一般 |図書館・温泉ブ-1リハビリ教室 (総
健康相談・安産教室 IJlA木皇官臼 i合会館)
(総合会館)

ワープロ教室(中央公

氏自己午後711寺30分一)

22 イム
滅21 先

負20 友
ヨ|

総合会館温泉定
{木日

19 

先
負31 先

勝30 赤
口29 大

安28 イム
滅27 先

負26 

図書館休館日
母子手帳交付及び

一般健康相談(総
合会館)

図書館・温水プ一心配 ごと相談(総 I3歳児健診

ル休館日 ，r-'-可 {J.-:-. 合会館午後 1U寺 1 (総合会館)
(~~''''-袋 J 1-) 陶芸教室 (中央公
t~富IP'1 乳児整形外科検診|民館午後 7 Il寺30分
苅 ~--') I (総合会館 1-)a・~;~

主党~ÎI
-¥...，1 

※収集日が祝日の場合は収集業務はいたしま

せんので次回の収集日をご利用ください。

※必ず町指定の収集袋を使用してくださし」

黒いビニール袋などで、は出さないでください。

※収集袋、荷札には必ず氏名、電話番号を記入し

てくださし、。荷札は粗大ゴミに使用してくださし、。

※収集 Hの 当 日午前 8時30分 までに出してく

アごさい。

※燃える物、燃えない物の分別はし っかりお

こな ってください。

※粗大コcミを早く処理4 したし、方は、役場環境衛生

諜へご相談ください。 H75-2111(内線226)

西 西 清 西|押河紙築飯河上主
条条水条 | 東 漉地 河| 河東
一二新新 | 中 阿新 一
区 区 居 田|越島原居喰西東区

毎週火・金曜日 |毎週月・木曜日

3日.7日・10日・14日 12日・6日 .9日・13日・16日

行巴.24日・28日・31日 120日・23日 .27日 .30日

第2泣く曜日 第4水援巴|第1泣く躍目 第3水曜巴

区

燃
え
る
物
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22日(第4水曜日)
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